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特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 20 年 10 月 21 日に公表した平成 21 年３月期（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）の業績予想を

下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 業績予想数値の修正 

（１）通期の連結業績予想（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）         （単位：百万円） 

 

営業収益 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 

１株当たり

当期 

純利益 

前回発表予想（Ａ）（平成 20 年 10 月 21 日発表） 57,000 1,200 1,500 750 18円 87銭

今回修正予想（Ｂ） 55,000 730 1,050 100 2 円 52 銭

増減額(Ｂ)－(Ａ) △2,000 △470 △450 △650 ―

増減率 △3.5％ △39.2％ △30.0％ △86.7％ ―

（参考）前期実績（平成 20 年３月期） 59,905 1,656 1,945 1,417 35円 57銭

 

（２）通期の個別業績予想（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）         （単位：百万円） 

 

営業収益 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 

１株当たり

当期 

純利益 

前回発表予想（Ａ）（平成 20 年 10 月 21 日発表） 46,000 850 1,150 550 13円 83銭

今回修正予想（Ｂ） 43,000 560 880 30 75 銭

増減額(Ｂ)－(Ａ) △3,000 △290 △270 △520 ―

増減率 △6.5％ △34.1％ △23.5％ △94.5％ ―

（参考）前期実績（平成 20 年３月期） 47,696 1,122 1,576 1,380 34円 63銭
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２． 修正の理由及び特別損失の発生 

世界的な景気の悪化に伴う輸送貨物の減少等、引続き航空貨物取扱事業を取り巻く環境は厳しいものとな

っております。その結果、当社では売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益が、前回予想を下回る見込

みであります。 

また、本日開催された取締役会において、当社が大阪市此花区に賃借している冷蔵倉庫を、平成 22 年９月

末の契約期間満了をもって解約することを決定いたしました。当社は事業の選択と集中という観点から、本

会計年度中にも採算が低下していた冷蔵倉庫２棟の契約終了を実施しており、本決定もその一環であります。 

 

本決定により契約の残期間が１年半に確定し、今後業務終了に向けた事業の縮小が予想されることから、

2009 年 3 月期において、将来見込まれる事業損失額の引当金を特別損失として 6 億 75 百万円計上すること

も併せて決定いたしました。 

 

これらを踏まえ、連結及び個別の通期の業績予想を上記のように修正いたします。 

 

 

（注）業績予想に関する注意事項 

 上記の予想数値は現時点で得られた情報に基づいて判断したものであり、実際の業績は今後の様々な要因

によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


